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震災被災地の精神科医療支援を続ける 
（その１） 
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A 類常任理事 金杉和夫 

 ２０１１年３月１１日の東日本大震災の発生時は東京練馬

のクリニックで診察中でした。大きく長い揺れで驚きましたが、

ものも壊れず人に被害もなく診療を続けることができました。

交通がストップしたためその晩はクリニックに泊まり、テレビ

の生々しい映像で東北の恐ろしい津波の被害を知りました。福

島原発破壊の放射能被害の重大さが次第に明らかになったの

は翌日以降のことでした。 
被災地の支援に駆けつけるために、診察を休めるようにスケ

ジュールを調整し、受け入れ先を探し、精神科のクリニックの

全国組織である日本精神科診療所協会（日精診）の支援活動に

参加することになり、やっと動き始めた高速バスで仙台に入っ

たのは３月３１日でした。満席のバスの乗客の多くは大きな荷

物を持ち硬い表情で押し黙り、被災した家族の消息を案じなが

ら郷里に戻る人たちのようでした。 
バスの着いた仙台駅は外壁が壊れ閉鎖され、道路には亀裂や

陥没が見られ、崩れた家屋も多く、商店もほとんど閉じて、人

通りも少なく街の賑わいはなかった。現地に先乗りしている神

奈川のクリニックのスタッフが探してくれたビジネスホテル

の客室に入った途端、大きな余震に見舞われて、被災地にきた

ことを実感し、心細い気持ちになった。 
翌日から２日間仙台市若林区のこころのケアチームの活動に

参加した。区の保健福祉センターを拠点に、保健師、医師、精

神保健福祉士のチームで小中学校、市民センター、体育館など

に設けられた避難所を車で巡回した。 
若林区は仙台駅の東側から海岸まで続く地域で、荒浜という

海水浴の出来る美しい海岸から内陸へ４～５Km の仙台東部道

路という高速道路までの地域が津波で壊滅し、多くの人が亡く

なった。高速道路が堤防になって津波をせき止めたので、道路

の西側は無傷で畑と住宅地ののどかな風景だが、全く対照的に

道路の東側は全ての建物がコンクリートの土台を残して消失

し、瓦礫と自動車の残骸が散乱して、見渡す限り一面が原爆の

爆心地のような光景である。 
瓦礫の中に布切れの付いた棒が立ち、大破した車のガラスに

×印が 1 つ 2 つと付けられているのは、そこで人が亡くなった

ことを示していると思われた。多くの人がここで苦しんで命を

失ったことが強く胸に迫った。海岸寄りの避難所には、命から

がら津波から逃れた人と、自分が仕事などで外出している間に

津波で家族と住まいを一瞬にして奪われた人が多い。 
市街地仙台駅寄りの避難所には、自宅にいて地震に遭い恐怖

を体験し、余震が怖くて自宅に戻れない人が多い。避難所の様

子は、板の間に毛布を敷いて回りに荷物を置いて、家族が身を

寄せ合って寒くて固い寝床で休み、身を隠すプライバシーもな

い厳しい環境である。 
チームのリーダーをしてくれる仙台市の保健師も、各避難所

の健康管理を担当している全国の自治体から派遣された保健

師たちも、極めて優秀で積極的によく動き、被災者に関わり、

世話している。全国の公立病院や総合病院から派遣された医療

チームの医師や看護師もこまめに避難所を回っている。みんな

２０～３０代と思われる若い人たちで頼もしかった。 
被災した人たちは寒さと不自由な避難生活に辛抱強く励まし

合って耐えていた。 
保健師から依頼されたケースを診察した。大きく分けると、

地震や津波に被災したときの恐怖体験から発症した人、家族や

家を失った喪失体験から発症した人、被災後の避難所生活のス

トレスから元々の病状が顕在化したり悪化したケースが見ら

れた。アルコール依存症の人は避難所生活で飲酒できなくなっ

て、離脱症状を起こし不眠やせん妄になった人が多かった。 
この時期の石巻や三陸沿岸の地域の被災者はもっと厳しい状

況だった。仙台や内陸から支援に入ること自体が難しく、食糧、

飲み水がない、トイレがない、衛生環境が危機的だった。放射

能被害を逃れて福島県から避難した人たちの状況も深刻だっ

た。 
５月以降私は月１日のペースで石巻周辺の支援活動に出かけ

ている。石巻の宮城クリニックと仙台の原クリニックの献身的

な被災者支援をお手伝いしている。石巻での活動については次

号で改めて報告したい。 
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新任理事の挨拶 
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私のプロフィール 
Ｂ類常任理事 中村 

はじめまして、Ｂ類東日本圏地方常任理事に選ばれましたアルコ

ホーリクの中村です。 

昨年は、東日本大震災により私たち太平洋沿岸の人々は未曾有

（みぞう）の経験をしました。全国の皆さんから心温まるご声援・ご支

援品やボランティア活動等をして戴き有難うございます。勝手ながら

被災者を代表し、この誌面をお借りして、心より御礼申し上げたいと

思います。 

２０１２年６月２０日 Alcoholics Anonymous 
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１９８９年８月７日アルコール専門病棟を退院した日が私のＡＡソ

ブラエティの記念日です。 

日本のＡＡの歴史が浅い時点で、東北の地方都市にＡＡのメッセ

ージが届けられていた事、そのお陰で今現在の私があることを、心

から感謝しています。 

私はこれまでに４回Ｂ類常任理事選挙に立候補して３回落ちてい

ます。何ゆえに何度も立候補するのか？それは、それが元評議員

の役割の一つだと教えられたからです。そして立候補して落ちる度

に、「レガシー選挙が成立して良かったじゃない！」と妻に励まされ、

私は軽く唇を噛んでうなずいて、それが使命なのだと自分を納得さ

せていました。 

私はこの繰り返しの中でひとつ問題意識を持ちました。それは、

推薦者以外には地域のどのグループにも知られずに立候補できる

のは変だ？ということです。しかもこの方法を採用したのは、第１回Ｂ

類常任理事選挙の選挙管理を担当した東北の私たちなのに、で

す。 

当時、私たちは『ＡＡサービス・マニュアル』通りにやろう！と読み

合わせて困り果てた。日本との違いというよりも、彼の地の事情を知

らない為に、事案を日本に当てはめる事が出来なかったのです。選

出期限が迫り余裕が無くなって、それまでＪＳＯ運営委員を選出して

いた方法をそのまま採用することにしたのです。 

思えばそれが問題だった。常任理事は英語でトラスティー（信託

を受ける人）の意味。それをグループとは無関係に立候補させたら、

グループの評議会信託への背信行為だと、私は立候補を重ねて理

解した。落選はその為のハイヤーパワー、導きだったと思いました。 

現状でこの選挙にグループの良心が発揮されるには、立候補者

は当該地域のグループの承認か了解を得るべきだと私は考えまし

た。それで私は前回と今回、選挙直前の地域集会に参加してグル

ープに立候補の挨拶をさせてもらい、その了解をして頂いた。 

それ以前に、先ず以って一番に愛する妻からの了解を得る事は

言うまでも無い事です。今回も妻に立候補の相談をしたとき、家族

は「貴方が後悔しないようにしてください」と了解してくれました。しか

し妻は「どうせまた落ちる！」と予測していたようですが。 

ビル.Ｗは、パンフレット『代議員』の中で 

ＡＡサービス機構全体の力はグループから生まれ、グループ

が選出した代議員から生まれる。 

パンフレット『代議員』P.６より 

と記しています。ＡＡの逆三角形はグループを最高位に置き、役

割はその下に位置します。その主な役割にグループが関与しない

で済むならば、グループと評議会の間に自ずと距離感が生まれるの

は必然、と言えるでしょう。 

ここ数年、ＡＡ日本評議会でＷＳＭ評議員やＢ類常任理事の選出

方法について論議がされ、問題意識を持つメンバーは増えていま

す。今年からＢ類常任理事の選挙はＡＡ日本評議会の席で投票す

ることになりました。アメリカ/カナダ評議会をその手本とするＡＡ日

本評議会にとっては、革新の一歩と言えるでしょう。その歴史的な場

面で選出していただいた事を、私は誇りに思います。 

今回、私のＢ類常任理事選挙の経験を各グループに提供します。

皆さんにお願いします、より良い選挙の方法を話し合って下さい。そ

してそれを評議会へ提案して下さい。 

私には夢があります。いつの日か、ＡＡの大会で自分たちの地域

出身の常任理事が演壇に立ったとき、その地域のメンバーたちは総

立ちで歓声を上げる。そんな日が来ることを！私は、サンディエゴ大

会やミネアポリスの大会で世界中のメンバーたちが見せたあの興奮

と喜びの姿を、日本のメンバーたちもいつの日か何も臆せずにやれ

る日が来ることを願い、今回その為の一端を、役割を通じてお手伝

い出来たら幸せだと思っています。 

今回、私に再々再度の立候補の勇気を与えてくれた妻と、メンバ

ーたちの呼びかけと、ハイヤーパワーに感謝しています。 

２０１２年５月１１日 
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はじめまして 

B 類常任理事 中山 

２０１２年４月より B 類常任理事を務めます中山です。アルコホーリ

クです。ホームグループは長野地区ビッグブック友の会です。 

あれは１８年前、精神病院に二回目の入院をしたときでした。同時

期に入院していた患者の中に、自らを「アル中」と名乗る人がいまし

た。彼はＡＡメンバーではなかったものの、ＡＡミーティングに出た経

験を話してくれました。「ＡＡの人は黄色い小さなハンドブックを読み、

アル中の○○とニックネームを名乗り、そして奇妙な雰囲気のミーテ

ィングをやっている」と聞かされました。私はその時はじめて、地元に

ＡＡがあることを知りました。 

その時は退院したその日に飲み始めてしまい、一週間後に別の

病院に入院したものの、やはり退院したその日に飲み始めてしまい、

その半年後になってようやく私は「このままではダメだ」と思えるよう

になりました。そこで、ＡＡに会場を提供しているクリニックの門を叩

き、「私はどうしたらいいんでしょう」と尋ねると、医師は「私にはあな

たは治せない。あなたも自分でなんとかしようと思っているうちは、ど

うにもならないでしょう」と私を突き放しました。一方で、ＡＡのミーテ

ィングに出てみるように勧め、当日は朝から酒を飲まずにいるように

言いました。 

指定された日に会場に行ってみると、十人ほどの男女が集まって

いました。あまり普通の人たちには見えませんでしたが、なぜかその

人たちが酒をやめていることは信じられました。ある中年の女性の話

した内容が強く印象に残りました。「ミーティングに通って半年経った

頃、自分が酒のことを考えていない瞬間があることに気がついた」、

そう語っていました。 

自分はいつも「どうやって次の酒を飲むか」ばかり考えていました。

時には「どうやって酒をやめるか」も考えましたが、どっちにしても、

酒のことばかり考えていましたから、ＡＡに通えば、自分も酒のことを

考えずに済む瞬間がやってくるかも知れないと期待しました。 

年配のＡＡメンバーがミーティング会場の地図をくれ、「待っている

から」と人生の刻まれた手で握手をしてくれました。あの女性の話と

男性の握手がなかったら、私はＡＡにつながらなかったかもしれま

せん。３１才の時でした。 

そうしてミーティングに通い出しましたが、半年もしないうちに自分

の力を過信してミーティングを離れ、すると一ヶ月後に飲み始めてし

まいました。 
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入院した病院のケースワーカー室にビッグブックを見つけました。

ＡＡメンバーが寄贈したものでした。読んでも内容はさっぱり分かり

ませんでしたが、ピーター神父の話を読み、彼が他のアルコホーリク

を手助けするのを自らの生きる意味としているのを、うらやましく感じ

ました。私ときたら、人生の目的もなく、生きる意味も感じられなくな

っていたのですから。 

ＡＡに戻るのは緊張しましたが、仲間たちは暖かく迎えてくれまし

た。あれから１６年。もう私は生きる意味について悩むこともありませ

ん。そんな難しいことは神さまに任せておけば良いことで、私は示さ

れた道を歩くのが役目だと考えています。２０年以上悩まされた鬱も

ほぼ消失しました。 

最近のアディクション分野の広がりはめざましいものがあります。ア

ルコールばかりでなく、薬物やギャンブルなど挙げていけばきりがあ

りません。ＡＡを源流とする１２ステップを使っている人たちもいます。

私を助けてくれた１２ステップが、その人たちにも役立っているのを

見ると、とてもうれしく感じます。 

そうした発展と比べて、アルコールの分野は沈滞しているのかもし

れません。ＡＡはグループ数は着実に増えているものの、新しい仲

間にメッセージを運ぶサービスを支える力は、人的にも、金銭的にも

弱まっているのではないかと懸念しています。 

「どうすればいいのか」、おそらくＡＡはいろいろ問題を抱えている

にしても、それを一気に解消する手段はないでしょう。私自身の回

復を振り返ってみると、欠点を取り除くのには、地道な長い努力が必

要でした。ＡＡも日々の地道な改善の積み重ねこそ本道だと思いま

す。 

答えは私たちの中に現される愛の神が持っています。私たちには

コミュニケーションが必要です。ビル・W はＡＡを成長する子どもの

一団に例えました。私たちは子どもじみた言い争いをし、カッカする

でしょうが、それが「新しい仲間にメッセージを運ぶため」という目的

から外れなければ、心配は無用と思っています。 

アルコホーリクはスピリチュアル（霊的）な生き方をするしかありま

せん。世間の「ノーマルな」生き方の中には、アルコホーリクを酒や

破滅に導くものも含まれています。それはアルコホーリクの集まりで

あるＡＡも同じであり、常任理事会も例外ではないと信じています。 

理事会の中では、JSO と BOX-916 を担当させていただきます。ど

うか、様々なご意見をお寄せください。 
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私はサービス大好き人間でした 

Ｂ類常任理事 星 

今年度から新しくＢ類常任理事（アルコホーリク）に就任した星と

申します。というよりは、マイクと言った方が仲間の中では通りが良い

かもしれません。ホームグループは、山口の宇部グループです。こ

のたび常任理事としてみんなのために働いてみないか、という仲間

のすすめに従って、全国選出の常任理事として立候補し、評議会

で信任されました。やってみたらいいじゃないの、という仲間の評価

に対しては、本当にありがたいことだと感じています。 

かなり以前から、私はサービス大好き人間でした。とは言っても、

その時々でその理由は変わってきましたが。最初はごく単純に、地

区委員会や地域ではどのような話がされているんだろう？という興

味だけしか持っていませんでした。でも、行ってみると意外とおもし

ろく、「こんな話がされているんだなぁ」と感心して、またその次につ

ながっていきました。 

大きな転機になったのは、たまたまそのときにグループに送られ

てきた『ＷＳＭ報告書』を手に取ってみたことです。読んでみて、す

っかり引き込まれました。まさに、「こんな世界があったなんて！」と

いうものを見せつけられた気がしたものです。山口という田舎からで

も、世界のＡＡと通じることができる、というものを感じました。いや、

ＡＡはどこにあっても一つなんだ、同じものを目指して、みんながどう

すればいいのかを考えて行っている、と痛感しました。 

私がＡＡにつながったのは、自分がアル中であることを一応納得

したけれど、どうやってやめていけばいいのかが分からなかったから

です。飲んでいない生活など想像もつきませんでした。けれど、幸

い私が入院していた病院にはＡＡのメッセージが入っていました。そ

こに何回か行っているうちに「やめられている人もいるんだ」と少しず

つ興味を持ってきました。 

外に出られるようになってから、ＡＡのミーティングにも行ってみま

した。「こんなにひどい人もいるんだ」と思った人がやめている姿を見

せてもらいました。自分にもできるかも、と思ったのがＡＡに行き続け

る気持ちになった理由です。そのときには、「自分さえやめられれ

ば」という自分中心の考えしか持っていませんでした。自分ではとう

ていやめられないと思っていたのに、ミーティングに行っているうち

に自然にやめられていました。そのうちに、昔の自分にこのことを伝

えたい、と思うようになってメッセージを熱心に始めました。その気持

ちの中心にあるものは、今でもドクター・ボブがビッグブックに書いて

いることに尽きると思います。 

私は自分が学んだものを、それを必要とし、望んでいるほか

の人たちに伝えていくことに多くの時間を費やしている。それに

は四つの理由がある。 

一、義務感。 

二、楽しみだから。 

三、そうするなかで、自分にこれを分け与えてくれた人への借り

を返すことになるから。 

四、そうするたびに、再飲酒に対する保険を少しずつ増やして

いることになるから。 

『アルコホーリクス・アノニマス』ドクター・ボブの悪夢 P.２５３より 

そして、このことは、私がサービスが好きな大きな理由にもなって

います。私はＡＡのプログラムが好きです。このプログラムをほかの

必要としている人たちにできるだけ知ってもらいたいのです。その上、

アルコホリズムというこの恐ろしい病気にはもっと大きな意味があっ

て、その解決にもこのプログラムが役立ってくれていることも。おおざ

っぱに言えば、ＡＡを、というよりもこのプログラムを広めたいと願っ

ています。そのために役に立つのなら、メッセージでも、サービスで

もする、という気があります。 

でも、あっさり言ってしまえば、上の四つの理由の中で最も中心に

なっているのは「楽しみだから」という理由でしょう。義務感ももちろん

ありますが、そうするのが好きだからやっている、と言った方が正直

でしょう。楽しみながら、そしてＡＡの決定機関である評議会の執行

機関の一員として、仲間のために、そしてアルコホーリクのために、

これからの四年間働かせてもらうつもりでいます。 
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２０１２年第２２回 WSM（ワールド・サービス・ミーティング） 

テーマ分かち合いのお願い  ―パート２－ 

-:+:-:+:-:+:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:- 

ＷＳＭ後期評議員 新村 

今年のＡＡ・WSM はニューヨーク市で１０月２１日から２５日の５日

間にわたって開催されます。各国の代表である WSM 評議員の参加

の登録もほぼ終わり、いよいよ７つのテーマに基づいたプレゼンと３

つのワークショップのテーマのスピーチの割当の準備が WSM 事務

局で具体的に始まろうとしています。 

２０１０年の第２１回 WSM メキシコに参加した時に、日本での経験

と力と希望の分かち合いを日本の代表として参加各国の WSM 評議

員たちと分かち合うことの必要性を強く感じて帰国しました。この機

会に日本全国の仲間やグループのみなさまとこの紙面を通して一

緒に分かち合えたらと念願しています。 

そして前号のテーマ「輪番制―ＡＡの鼓動―」に引き続き、下記

のテーマについても、みなさまの経験、ご意見、疑問点などをメール

アドレス  aajapanwsm@gmail.com へお寄せいただければ、

ＷＳＭにおいて世界の評議員たちと日本での経験を分かち合いた

いと考えています。 

― 記 ― 
１.ＡＡにおける若者 

(a)若者へのスポンサーシップについては 

(b)若者に手を差延べＡＡに留まれるようにするために、 

  どのようにしていますか？ 

(c)若者のＡＡミーティング出席の法律的・道徳的問題を 

  どう対処するか 

２.インターネットとその利用 

(a)ＧＳＯのガイドラインを知っていますか？ 

(b)ＡＡの発展のためインターネット利用の成功例は 

(c)ＡＡメンバーのソーシャルネットワーク参加の長所と短所 

今年の４月のアメリカ･カナダの第６２回ゼネラルサービス評議

会では、テーマ：「アノニミティ」“デジタル時代のスピリチュアルな

責任“でした。 

日本でも個人やグループ、地区単位、ＣＯなどホームページ

の開設、個人のＳＮＳなどへの参加での問題点についての分か

ち合いが必要ではないでしょうか？多くの問題をはらんでいるの

ではないでしょうか？ 

３.アルコール以外の問題 

(a)ＡＡがすること・しないこと 

(b)関係機関と協力はするけれど従属せず 

(c)第５の伝統：私たちの本来の目的は 

４.文書について 

(a)ＡＡ文書のスピリチュアルな価値について 

(b)メッセージを運ぶ上でのＡＡ文書の重要性について 

ほかにもまだテーマはありますが、関心のある方は上記メールア

ドレスまでご連絡いただければ 返信させていただきます。皆様のご

協力をよろしくお願いします。 
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 ６月１０日はＡＡグループの誕生日！！ 

国際協力献金（出版基金と協力献金）のお願い 
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国際協力委員会 

今年はＡＡが始まって７７年目を迎えています。今年のＡＡ・GSO

（NY）の「BOX-４５９」ニューズレター夏季号の紙上で、(推定)世界

のメンバー数は２,１３３,８４２人、グループ数は１１４,０７０グループと

発表されました。 

 １９３５年にＡＡが始まってその４年後の１９３９年４月には『アルコ

ホーリクス・アノニマス』（ビッグブック）がＡＡの共同創始者ビル・W と

ドクター・ボブそして仲間たちによってＡＡの回復の原理が正確に世

界のアルコホーリクたちにメッセージとして届けられるように出版され

ました。そして現在ビッグブックをはじめ、多くのＡＡの出版物が７０

言語に翻訳されて１８０カ国にＡＡグループが存在し、毎日多くのア

ルコホーリクたちが回復と成長を続けているのです。 

 国際出版基金は、１９９０年開催の第１１回ＷＳＭ（ワールドサー

ビス・ミーティング）において、ＡＡが始まったばかりの国のＡＡに対

してＡＡゼネラルサービス評議会承認出版物の翻訳出版の支援を

する為に、ＷＳＭ参加国に基金の協力を呼び掛けたのがきっかけ

で始まりました。 

その２０年後の２０１０年には３０数カ国から献金がＷＳＭ事務局に

送られて、出版資金の無い国々からの要請に基づいて、ニューヨー

クのＡＡ・ＷＳ社の援助で多くのＡＡ出版物が翻訳出版されています。

その結果ＡＡプログラムがアルコホーリクたちに届けられて世界中の

多くの仲間が回復と成長の道を歩き始めていることが、２０１０年のＷ

ＳＭでもアメリカ・カナダの常任理事会から感謝の念をもって報告さ

れています。 

 日本も１９７９年に、ＡＡアメリカ・カナダのワールドサービスの資

金的な援助でビッグブックが翻訳出版されてメッセージ活動と相まっ

てＡＡの回復の原理が数知れぬ多くのアルコホーリクスに今も届け

られているのです。 

そして現在、仲間のＡＡへの思いで寄せられた国際協力献金は、

毎年主に国際出版基金と一部分はＷＳＭやＡＯＳＭ開催のための

資金としてニューヨークのＧＳＯのＷＳＭ事務局とＡＯＳＭ事務局に

送金され、感謝の言葉を添えて献金明細報告書が各国のＧＳＯに

届けられています。 

 献金の額にかかわらず、献金の行為そのものがワールドサービ

スに参加していることになり、その事がまだＡＡの回復のプログラム

を知らないで苦しんでいる世界中の未来の仲間への愛あるメッセー

ジ活動へと広がっていくのだと思います。一人でも多くの仲間のご

協力をお願いいたします。ご送金は、こちらまで。 

郵便振替口座 

口座番号： ００１８０－０－６８８７６ 

加入者名： ＡＡ ＪＳＯ 

通信欄に「２０１２国際協力献金」、グループ名等をご記入の上、

ご送金願います。 
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